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※出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事。
＜連絡事項＞

・特記事項なし。

＜患者様連絡事項＞
・上野　千奈津様～外泊）10/1　9：00～10/2　17：00（家族交流）許可となる。予定となっていた床屋は、外泊中に行ってくるとの事。
・杉澤　恵子様～背部～腰部の疼痛続いており、スミルスチック1本処方となっている。
＜注目患者様評価＞
・内田　都影様～SSTでは、他者の私物への不満や自身の私物がスタッフ管理されている事への不満を一方的に訴え、切り上げできない状態。昼食前にカステラ等を摂取し、昼食は声掛けするが起きられず不食。その後カップラーメンを摂取している。終始眠そうな表情をしており、動作緩慢であるが、嗜好品等の要求は自己主張を通そうとしている。治験薬減量中である事から、精神症状や訴えの内容、活動状況の観察を行っていく。
・五日市　規様～昨日は、幻聴・妄想に左右された言動はなく、夜間の睡眠も取れている。本日、SSTは拒否なく参加し、積極的に発言が聞かれている。昼の血圧再検の際、「うるさいから高くなるよ」と不機嫌そうに話す事があるが、行動化はない。引き続き、精神症状の観察を継続していく。
・飯田　修子様～昨日、日勤帯では、陰部痛や膀胱炎だと訴え大声を出す事や、準夜帯で
は、性的な発言が聞かれる等、落ち着かずに経過するが、夜間は良眠経
過。本日も性的な発言が聞かれ、ニヤつき見られている。陰部痛の訴え
はない。また、断続的に大声を出している事があるが、頻度は減少傾向。
引き続き、精神症状や訴えの観察を継続していく。
・原　吉郎様～本日深夜帯、1：30には覚醒し、以後不眠で経過。独語活発に聞かれている
が、日課への支障は見られず、SSTに参加できている。日中の居眠りはない。
・山本　久美子様～本日深夜帯、5：30、「右手に痙攣が来て落ち着かない」と訴え、継続指示ロラゼパム(0.5)2T服用。以後、不調や妄想の訴えは聞かれず、日課への支障はない。
・布施　邦雄様～SSTは途中参加し、「Aグループが嫌いになりました」とすぐに退席して
いる。9/6より、OT、リハプロの参加拒否が続いており、「うるさいから」
と病棟のホールで数学をする事や、新聞を読んで過ごしている。幻聴に
ついては、認めたり否定したりと曖昧である。来週より、グループが変
更となる為、参加状況を観察していく事とする。
